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要　　　　　旨
　The promulgation of medical-licensing laws led to the full-scale launch of Japan’s public 
health regime, and it was decided that the training of physicians and nurses would be 
conducted within this framework. The public health regime aimed to manage medical 
education, hospitals, physicians, midwives, acupuncturists, and pharmaceutical affairs to 
protect people’s health and treat illnesses. However, the establishment of the modern medical-
licensing system also led to a conflict between physicians trained in traditional Chinese 
medicine and those trained in Western medicine. The number of doctors trained in traditional 
Chinese medicine began to decrease with the establishment of the modern medical education 
system.
　Toward the end of the Meiji period, those trained in modern Western medicine accounted 
for 70% of all practicing physicians. In nursing education, training facilities were established in 
1884 (M7). Training of nurses, which had hitherto been administered by prefectural 
governments, gradually became more systematized, resulting in the enforcement of regulations 





































































































































































（明治33）年及び日露戦争1904 ～ 1905（明治37 ～ 38）年などの戦争又は災害における救護活動
を経て、その確立をみるに至った。そのような状況のもとで、日本赤十字社は1877（明治10）年
に設立された博愛社がその前身となり、1886（明治19）年には日本政府がジュネーブ条約に加入
したことに伴って、翌1887（明治20）年に日本赤十字社に改称された。日本赤十字社は、西南戦
争における負傷者救護で初めての活動を行って以来、国内外における災害救護と苦しむ人を救う
ための幅広い活動をした。
　当時の看護婦教育については前述の、1884（明治17）年米人ツル―女史が桜井女学校内に看護
婦養成所を設けて１年間の課程の養成を始めてより次第に組織的教育が行われるようになり、同
1884（明治17）年10月には共立東京病院看護婦教育所（修業年限２年）、1886（明治19）年には
同志社看護学校（修業年限２年）、ついで1887（明治20）年には東京帝国大学医科大学附属医院
看護婦養成所（修業年限１年）、1890明治23年には日本赤十字社看護婦養成所（修業年限３年）、
1898（明治31）年には大阪医学校附属看護婦養成所（修業年限１年）、1904（明治37）年には聖
路加女子高等看護婦養成所（修業年限２年）がそれぞれ開校された（表４）。しかしながら、看
表４　看護婦養成の開校と修業年限
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護婦の制度化は、産婆のそれよりも遅れ、看護婦規則が制定された。それまでは府県の取締に委
ねられていた。たとえば、東京府においては、1900（明治33）年に「看護婦規則」が大阪府にお
いては、1902（明治35）年に「看護婦規則」が制定されている。
　そしてすでに述べたように、医療関係者の人口10万対の数値の動きによると看護婦数が歯科医
師、薬剤師に比べ、より急速に伸びている。
7.　ま　　と　　め
　衛生行政は、医制発布により明治７年総合的衛生制度に至った。本稿では、この医制の中で医
師と看護婦の養成がどのように位置づけられてきたかについて検討することにした。
（1） 医制は七十六カ条からなり、衛生行政ならびに医学教育にまで及んでおり、主眼とするとこ
ろは、「国民の健康を保護し疾病を治癒し、医学を興隆する」、「医学教育、病院、医師、薬
事」を構築する事であった。
（2） 医制を「人民保護ノ大典」としてわが国に総合的な近代的衛生行政制度を確立することをめ
ざしていたものであった。
（3） 近代的医師制度の歴史は漢方医と西洋医の抗争の歴史であるが、医制の発布以後わが国の近
代医学教育制度の確立のための方策がとられ、漢方医の衰退が始まり、明治の終わりには医
師の七割までが近代西洋医学を学び、医療水準の明治時代を通じた近代化の方向性が進展し
た。
（4） 医制発布後およそ十年間に開業を請う者に対しては試験を行って免許すること、このほかに
産科、眼科、整骨科及び口中科等の単一科の医師に対してはそれぞれの科の解剖、生理、病
理及び手術を検して免状を授けることとした。
（5） 医療関係者の人口10万対の数値の動きによると看護婦数が歯科医師、薬剤師に比べ、より急
速に伸び、その背景には、幕末維新戦争の傷病兵に対する救護に始まる。この後、わが国に
おける女性による看護業務は、西南の役、会津磐梯山の噴火、濃尾大震災、日清戦争、北清
事変、日露戦争における救護活動を経て、その確立をみるに至った。
　一方看護婦教育についても、1884（明治17）年米人ツル―女史が桜井女学校内に看護婦養成所
を設けて組織的教育が行われるようになり、共立東京病院看護婦教育所、同志社看護学校、東京
帝国大学医科大学附属医院看護婦養成所、日本赤十字社看護婦養成所、大阪医学校附属看護婦養
成所、聖路加女子高等看護婦養成所がそれぞれ開校された。しかしながら、看護婦の制度化は遅
れ、看護婦規則が制定されたのは、1915（大正４）年であり、それまでは府県の取締に委ねられ
ていた。
　明治初期の衛生行政施策において、医師と看護婦の養成は同時にすすめられたものではなく、
時代の要請に起因するところが多かった。とくに看護婦においては、医療体制の中での位置づけ
や専門性を期待するための教育的な背景が希薄なため、衛生行政の範囲に参画することができな
かたことも考えられる。
　いずれにせよ、医師と看護婦の連携が医療行政の中で併行して取り扱われなかったことは、そ
の後の「看護」の専門性と医療現場における役割を見直し、充実した医療のために、長期の時間
を要することになった。
　以上のような実情を踏まえ、医師と看護婦の立場を考慮しつつ過去を回想することは、今後、
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両者への期待を高めることにつながると考えられる。
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